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related to the friction mechanism．   




















炭素鋼で，表面硬化処理を行いシェア硬さ70とした。   
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Curved Gripper（125rnm） O FC32  
DTY ConditEOn  ●1WRC32  
▲ Stee！Bar  
十、一・．㌧：：．・  
1）Section shape  
Gripper  Curved ∂nd flat  
2）Len9th  
250mmLonggrrpper．125mmShortgripper  
l）Wire rope6×Fi（29）B．LWRC32  
2）W盲re rope6×Fi（2g）B．FC32  
3）SteelberS35CDiameter32mrTl  
Pre－  1）Dry   
surface  2）Turblne Oll（Viscos盲tY25mPa・Sat 38．6℃）   
d‥  3）Grease（ConsistencY220：1／10mm）  COnlt10  4）PasteMoS2   
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ケーブル牽引装置用ワイヤロープの摩擦特性（第2報）  254   

















含めて摩擦試験を行った。   
図6および図7には，曲面の長グリッパと短グリッパ  
を用いた場合，図8と図9には，平面の長，短グリッパ  


















されていることが確認された。   
既述の摩擦係数の結果のまとめを蓑2に示す。  
蓑2 摩擦係数の結果（圧着荷重300kN）  
Gripper   Pre－SUrface  lWRC   FC  Stee】ber   
（p ⊂  0．31   0．30   0．24  
て〉  む  0．20   0．13  
＞  
＝】 U  0＿30   0．32   0．26  
．j＝ ∽   0，27  0．20   
口 ⊂  0，18   0．17   0．24  
0 ．」   0，12   0，12  
L」  0．20   0．20   0．2  
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MoS2 Lubricat8d  ＋lWRC32  
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園6 摩擦係数と圧着荷重の関係  
（曲面250mm長グリッバMoS2塗布状態）  































































































F†alG‖PPer（125mm） O FC32  
MoS2 LubrICated    ●lWRC32  
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Curved Gripper（125mm） O FC32  
MoS2 Lubricated  ●lWRC32  
▲ S†eelBar   
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国7 摩擦係数と圧着荷重の関係  
（曲面125mm短グリッパMoS2塗布状態）  
図9 摩擦係数と圧着荷重の関係  
（平面125mm短グリッバMoS2塗布状態）  
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国11平面グリッパにおける  
変形量と圧着荷重の関係  
100  200  300    400  
Cornpressive［oad W（kN）   
国10 曲面グリッパにおける  
変形量と圧着荷重の関係   































CompressIVe  LWRC  FC  
10ad   
（kN）  
国12 圧着荷重の増加による  
ワイヤロープの変形過程  
（短グリッバ使用）   
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リッパ隙間に向って変形したストランドは元の形状に  







た。   
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図13 曲面グリッパにおける  
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O Curv8d Gripper（125mm）  
● F18t Gr■PPer（125mm）  
△ Curved Gripp8r（250mrn）△  
▲ F」∂t Gripper（250mm）  
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図15 鋼製丸棒の真実接触面積と圧着荷重の関係  
試験結果とよく一致しており，円弧溝型が平溝型プー  
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の弾性接触の摩擦係数が，平面グリッパの塑性接触の  

























擦係数が低下する傾向があること。   
この他，実機への適用性の面より．圧着荷重に対す  
るワイヤロープの損傷防止を考慮した最適グリッパ形  











（4）田中・他2名．日本機械学会北海道支部 第12  
回講演論文集（1968）．ページ181．  
























Compressiveload W（kN）   
図16 真実接触面積と圧着荷重の関係  
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